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へ
。◆

大
船
渡
市
無
料
路
線
バ

ス
＝
８
路
線
で
毎
日
運
行
。

◆
㈱
ベ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
＝
22
日
開
始
予
定
の
羽
田

空
港
・
東
京
・
新
宿
〜
盛
岡

間
の
バ
ス
運
行
に
合
わ
せ
、

陸
前
高
田
〜
一
関
Ｉ
Ｃ
間
で

バ
ス
の
無
料
運
行
を
行
う
。

乗
車
は
予
約
制
。
問
い
合
わ

せ
は
予
約
セ
ン
タ
ー
（
℡

03
・
５
７
０
５
・
６
７
７

７
）
へ
。

◆
大
船
渡
市
▼
大
船
渡
東

高
校
＝
卒
業
生
で
制
服
を
譲

れ
る
人
は
学
校
ま
で
持
参

を
。
21
日
ま
で
の
火
〜
木
曜

日
に
本
校
図
書
館
と
教
室
を

開
放
。
時
間
は
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
ま
で
。
新
入
生
も

利
用
可
。
始
業
式
は
25
日
午

前
８
時
30
分
〜
正
午
。
入
学

式
は
26
日
。

▼
大
船
渡
高
校
＝
卒
業
生

で
制
服
を
譲
れ
る
生
徒
は
学

校
ま
で
持
参
を
。
始
業
式
は

22
日
、入
学
式
は
27
日
。制
服

等
を
流
失
し
た
生
徒
お
よ
び

新
入
生
に
同
窓
会
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
制
服
、
ジ
ャ
ー
ジ
等

を
配
布
す
る
。
希
望
者
は
18

日
午
前
10
時
ま
で
に
本
校
第

一
体
育
館
へ
。

▼
県
立
気
仙
光
陵
支
援
学

校
＝
19
日
に
始
業
式
、
20
日

に
入
学
式
を
行
う
。
詳
細
は

電
話
連
絡
等
で
。

▼
市
立
中
学
校
＝
21
日
に

始
業
式
、
22
日
に
入
学
式
。

▼
市
立
小
学
校
＝
20
日
に

始
業
式
、
21
日
に
入
学
式
。

▼
学
校
の
緊
急
連
絡
先
電

話
番
号
▽
大
船
渡
高
＝
０
９

０
・
２
４
２
５
・
７
２
１
０

▽
大
船
渡
東
高
＝
０
９
０
・

２
４
２
５
・
７
２
１
２
。

▽
第
一
中
＝
０
８
０
・
２

３
０
０
・
３
５
５
０
▽
大
船

渡
中
＝
０
８
０
・
２
３
０

０
・
３
５
５
１
▽
末
崎
中
＝

０
８
０
・
２
３
０
０
・
３
５

５
２
▽
赤
崎
中
＝
０
８
０
・

２
３
０
０
・
３
５
５
３
▽
日

頃
市
中
＝
０
８
０
・
２
３
０

０
・
３
５
５
４
▽
綾
里
中
＝

０
８
０
・
２
３
０
０
・
３
５

５
５
▽
越
喜
来
中
＝
０
８

０
・
２
３
０
０
・
３
５
５
６

▽
吉
浜
中
＝
０
８
０
・
２
３

０
０
・
３
５
５
７
。

▽
盛
小
＝
０
９
０
・
５
４

９
６
・
７
２
４
２
▽
大
船
渡

小
＝
０
９
０
・
５
４
９
８
・

３
９
４
２
▽
末
崎
小
＝
０
９

０
・
５
４
９
８
・
７
４
４
２

▽
赤
崎
小
＝
０
９
０
・
５
４

９
９
・
３
４
４
２
▽
蛸
ノ
浦

小
＝
０
８
０
・
２
３
０
０
・

３
９
４
０
▽
猪
川
小
＝
０
８

０
・
２
３
０
０
・
３
９
４
１

▽
立
根
小
＝
０
８
０
・
２
３

０
０
・
３
９
４
２
▽
日
頃
市

小
＝
０
８
０
・
２
３
０
０
・

３
９
４
３
▽
大
船
渡
北
小
＝

０
８
０
・
２
３
０
０
・
３
９

４
４
▽
綾
里
小
＝
０
８
０
・

２
３
０
０
・
３
９
４
５
▽
越

喜
来
小
＝
０
８
０
・
２
３
０

０
・
３
９
４
６
▽
崎
浜
小
＝

０
８
０
・
２
３
０
０
・
３
９

４
７
▽
甫
嶺
小
＝
０
８
０
・

２
３
０
０
・
３
９
４
８
▽
吉

学
　
　
　
　
校

浜
小
＝
０
８
０
・
２
３
０

０
・
３
９
４
９
。

▽
市
教
委
学
校
教
育
課
＝

０
９
０
・
３
１
２
８
・
１
０

０
０
。

▼
猪
川
保
育
園
＝
18
日
か

ら
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７

時
で
通
常
保
育
を
開
始
。
午

前
９
時
〜
正
午
ま
で
園
庭
を

開
放
す
る
。
３
歳
以
上
児
は

お
に
ぎ
り
、飲
み
物
持
参
。25

日
か
ら
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
「
お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば
」（
月

〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
３
時
）、病

後
児
保
育
「
い
ま
で
っ
こ
ル

ー
ム
」（
月
〜
金
曜
日
の
午
前

８
時
〜
午
後
５
時
、
医
師
の

診
断
書
必
要
）
を
開
始
。

◆
陸
前
高
田
市
▼
高
田

高
＝
22
日
午
後
６
時
30
分
か

ら
大
船
渡
高
校
夕
星
ホ
ー
ル

で
保
護
者
説
明
会
。
始
業
式

は
５
月
２
日
。
大
船
渡
東
高

萱
中
校
舎
（
旧
大
船
渡
農
業

高
校
）
に
午
前
８
時
45
分
ま

で
に
登
校
。
服
装
は
制
服
ま

た
は
私
服
（
華
美
で
な
い
服

装
）。入
学
式
は
同
10
日
午
前

10
時
か
ら
大
船
渡
東
高
第
１

体
育
館
で
。
受
け
付
け
は
新

入
生
が
午
前
８
時
45
分
〜
９

時
、
保
護
者
が
午
前
８
時
45

分
〜
９
時
20
分
。
終
了
は
同

11
時
。誓
約
書
の
持
参
を
。服

装
は
中
学
時
の
制
服
ま
た
は

私
服
（
華
美
で
な
い
服
装
）。

始
業
式
、
入
学
式
と
も
ス
ク

ー
ル
バ
ス
が
出
る
。
出
発
時

間
、
経
路
は
決
ま
り
次
第
連

絡
す
る
。
卒
業
生
で
制
服
を

譲
れ
る
人
は
大
船
渡
東
高
同

窓
会
館（
百
九
会
館
）ま
で
持

参
を
。
５
月
２
日
以
降
は
同

校
萱
中
校
舎
（
旧
大
船
渡
農

業
高
校
）
ま
で
。

▼
市
立
小
中
学
校
＝
第
一

中
、
小
友
中
を
除
く
各
小
中

学
校
は
20
日
、第
一
中
、小
友

中
は
22
日
に
始
業
式
。
20
日

に
横
田
小
、横
田
中
、21
日
に

気
仙
小
、
長
部
小
、
広
田
小
、

小
友
小
、
米
崎
小
、
矢
作
小
、

竹
駒
小
、
気
仙
中
、
広
田
中
、

米
崎
中
、22
日
に
高
田
小
、23

日
に
第
一
中
、
小
友
中
で
そ

れ
ぞ
れ
入
学
式
。

▼
気
仙
中
＝
事
前
登
校
日

は
18
日
。
登
下
校
時
に
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
運
行
。

◆
住
田
町
▼
住
田
高
＝
始

業
式
は
25
日
で
通
常
登
校
。

入
学
式
は
27
日
。
新
１
年
生

は
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
登

校
を
。

◆
診
療
可
能
な
医
療
施
設

（
休
診
日
、診
療
時
間
等
は
各

医
療
施
設
に
確
認
の
こ
と
）

▼
大
船
渡
市
＝
県
立
大
船
渡

病
院
、越
喜
来
診
療
所
、吉
浜

診
療
所
、綾
里
診
療
所
、菊
田

外
科
医
院
、菊
池
医
院
、岩
渕

内
科
、石
倉
ク
リ
ニ
ッ
ク
、菊

池
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
い
わ

ぶ
ち
歯
科
、
地
ノ
森
ク
リ
ニ

ッ
ク
、山
浦
医
院
、鳥
羽
整
形

外
科
医
院
、
佐
々
木
内
科
医

院
、山
崎
内
科
医
院（
富
美
岡

荘
介
護
セ
ン
タ
ー
）、及
川
歯

科
医
院
、広
沢
歯
科
医
院
、飯

塚
眼
科
医
院
、
大
津
小
児
科

医
院
、
う
の
う
ら
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
え
ん
ど
う
消
化
器
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
い
と
う
耳
鼻

咽
喉
科
、
及
川
皮
膚
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
渡
辺
歯
科
ク
リ
ニ

医
療
機
関

ッ
ク
、ち
ば
歯
科
医
院
、ほ
り

の
う
ち
歯
科
医
院
、
滝
田
医

院
（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）、

後
藤
歯
科
医
院
（
応
急
処
置

の
み
）、
小
松
歯
科
医
院
（
訪

問
診
療
）、気
仙
歯
科
医
師
会

臨
時
診
療
所（
綾
姫
ホ
ー
ル
、

急
患
対
応
の
み
）。

▼
陸
前
高
田
市
＝
県
立
高

田
病
院
（
米
崎
地
区
コ
ミ
セ

ン
、
眼
科
診
療
も
開
始
）、
広

田
診
療
所
（
広
田
小
）、
小
友

救
護
所
（
17
日
ま
で
小
友
保

育
所
、
18
日
か
ら
東
部
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）、長
部

臨
時
診
療
所
（
長
部
コ
ミ
セ

ン
）、
竹
駒
臨
時
診
療
所
（
滝

の
里
公
民
館
）、日
赤
救
護
所

（
高
田
一
中
）、
巡
回
歯
科
診

療
車
▽
23
日
＝
長
部
小（
同
）

▽
22
日
＝
下
矢
作
コ
ミ
セ
ン

（
同
）、松
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
、気

仙
歯
科
医
師
会
臨
時
診
療
所

（
高
田
一
中
）。

◆
休
業
日
は
各
支
店
な
ど

に
確
認
の
こ
と
。

◆
東
北
銀
行
大
船
渡
支

店
＝
盛
町
の
サ
ン
・
リ
ア
１

階
で
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
。◆

同
高
田
支
店
＝
竹
駒
町

館
の
山
城
運
輸
敷
地
内
で
午

前
10
時
〜
午
後
２
時
。

◆
岩
手
銀
行
盛
・
世
田
米

支
店
＝
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
。◆

同
高
田
支
店
＝
市
役
所

仮
庁
舎
隣
接
地
の
仮
設
プ
レ

ハ
ブ
内
で
午
前
10
時
〜
午
後

２
時
。

◆
Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な
と
・

盛
、
日
頃
市
、
猪
川
、
吉
浜
、

綾
里
、
横
田
（
臨
時
）、
東
部

営
農
セ
ン
タ
ー
（
臨
時
）、
世

田
米
、
有
住
支
店
＝
午
前
９

時
〜
午
後
３
時
。
口
座
開
設

が
▽
末
崎
、
泊
里
各
支
店
の

人
は
盛
支
店
へ
▽
大
船
渡
、

下
船
渡
、赤
崎
、蛸
ノ
浦
、立

根
、
三
陸
各
支
店
の
人
は
猪

川
支
店
へ
▽
広
田
、高
田
、竹

駒
支
店
の
人
は
東
部
農
業
セ

ン
タ
ー（
新
設
）・
横
田
支
店

へ
。
預
か
っ
て
い
る
通
帳
は

窓
口
で
返
却
。

◆
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
大
船
渡

猪
川
・
住
田
・
気
仙
横
田
・

上
有
住
・
下
有
住
・
大
股
・

綾
里
・
吉
浜
局
＝
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
。

◆
避
難
所
へ
の
出
張
郵
便

局
▼
大
船
渡
市
▽
17
日
＝
ふ

る
さ
と
セ
ン
タ
ー
▽
18
日
＝

大
船
渡
中
▽
19
日
＝
大
船
渡

北
小
▽
20
日
＝
漁
村
セ
ン
タ

ー
。
時
間
は
午
前
11
時
〜
午

後
２
時
。

▼
陸
前
高
田
市
▽
17
日
＝

柳
沢
公
民
館
、
モ
ビ
リ
ア
▽

18
日
＝
下
矢
作
コ
ミ
セ
ン
▽

19
日
＝
慈
恩
寺
▽
20
日
＝
平

畑
公
民
館
▽
21
日
＝
小
袖
公

民
館
▽
22
日
＝
大
陽
公
民

館
。
時
間
は
16
〜
18
日
が
午

前
10
時
〜
正
午
、
19
〜
22
日

が
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０

時
30
分
。

◆
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
・

岩
手
県
信
連
窓
口
＝
大
船
渡

市
大
船
渡
町
の
気
仙
郡
漁
連

２
階
と
末
崎
町
平
林
の
平
野

工
務
店
、
赤
崎
町
の
赤
崎
保

育
園
と
蛸
ノ
浦
厚
生
施
設
。

広
田
湾
支
店
＝
小
友
町
の
気

仙
大
工
左
官
伝
承
館
、
気
仙

町
の
長
円
寺
向
か
い
。
綾
里

金
融
機
関

【
電
気
】

◆
大
船
渡
市
＝
盛
、猪
川
、

立
根
、
日
頃
市
各
町
全
域
で

復
旧
。
大
船
渡
町
の
国
道
45

号
山
側
、末
崎
町
の
船
河
原
、

細
浦
・
内
田
地
域
の
線
路
山

側
、中
野
以
南
の
一
部
地
域
、

赤
崎
町
の
上
三
区
、
漁
村
セ

ン
タ
ー
周
辺
、
後
ノ
入
〜
大

洞
地
域
、
蛸
ノ
浦
漁
村
厚
生

施
設
〜
長
崎
・
外
口
地
域
〜

合
足
地
域
、
綾
里
の
小
路
〜

小
石
浜
地
域
周
辺
、
砂
子
浜

地
域
、
越
喜
来
の
国
道
45
号

の
山
側
と
甫
嶺
地
域
、
浦
浜

南
地
域
、
浦
浜
東
〜
崎
浜
西

地
域
、
吉
浜
の
国
道
45
号
山

側
と
千
歳
地
域
、
増
舘
地
域

が
復
旧
。

◆
陸
前
高
田
市
＝
高
田
、

竹
駒
、
横
田
、
米
崎
、
小
友
、

矢
作
、広
田
各
町
の
一
部
、気

仙
町
は
長
部
地
区
が
電
源
車

で
一
部
復
旧
。

【
水
道
】

◆
大
船
渡
市
＝
給
水
範
囲

は
猪
川
、立
根
、日
頃
市
各
町

の
全
域
、盛
町
の
一
部
、大
船

渡
町
の
須
崎
川
以
北
の
一
部

地
域
、
加
茂
神
社
〜
丸
森
地

域
の
高
台
、
末
崎
町
の
船
河

原
地
域
の
一
部
、
中
野
・
小

細
浦
〜
平
地
域
の
一
部
、
赤

崎
町
の
中
井
・
沢
田
・
佐
野

地
域
。簡
易
水
道
は
綾
里
、砂

子
浜
、小
石
浜
、越
喜
来
、甫

嶺
、本
郷
、根
白
の
各
簡
水
の

ご
く
一
部
が
使
用
可
能
。

◆
陸
前
高
田
市
＝
簡
易
水

道
（
生
出
・
二
又
、
下
矢
作
、

横
田
、金
成
、佐
野
地
区
）を

除
き
断
水
。
水
道
料
金
は
簡

易
水
道
を
含
め
て
３
月
分
か

ら
当
分
の
間
、請
求
し
な
い
。

料
金
を
請
求
す
る
際
は
事
前

に
給
水
の
申
し
込
み
が
必
要

と
な
る
が
、
そ
の
際
は
広
報

な
ど
で
周
知
す
る
。

【
下
水
道
】

◆
大
船
渡
市
＝
公
共
下
水

道
は
復
旧
。
漁
業
集
落
排
水

は
小
石
浜
・
砂
子
浜
以
外
使

用
不
能
。
一
般
家
庭
等
の
し

尿
の
く
み
取
り
申
し
込
み
窓

口
は
市
内
各
避
難
所
、
Ｊ
Ａ

お
お
ふ
な
と
の
盛
、猪
川
、日

頃
市
、綾
里
、吉
浜
各
支
店
と

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
立
根

（
立
根
支
店
脇
）
に
設
置
。

◆
陸
前
高
田
市
＝
浄
化
セ

ン
タ
ー
機
能
停
止
。
業
者
に

直
接
電
話
を
。
電
話
が
通
じ

な
い
場
合
は
各
地
区
本
部
に

備
え
付
け
の
「
く
み
取
り
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
災
害
対
策
本
部
に
提
出

を
。
市
が
公
共
下
水
道
地
域

な
ど
に
設
置
し
て
い
る
仮
設

ト
イ
レ
の
く
み
取
り
は
直

接
、以
下
の
業
者
に
。料
金
は

当
面
、市
が
負
担
。矢
作
・
横

田
・
竹
駒
町
＝
成
翊
光
産
業

（
℡
０
８
０
・
１
６
５
４
・

９
０
７
７
）
気
仙
・
高
田
・

米
崎
町
＝
気
仙
広
域
清
掃

（
℡
０
８
０
・
６
０
０
４
・
５

９
６
４
）
小
友
・
広
田
町
＝

菊
池
商
店
（
℡
０
９
０
・
４

５
５
５
・
１
２
９
７
）。

【
電
話
】

◆
携
帯
電
話
＝
気
仙
３
市

町
の
一
部
で
不
通
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

◆
固
定
電
話
＝
気
仙
３
市

町
の
一
部
で
復
旧
。

【
国
道
】

◆
国
道
45
号
＝
通
行
不
能

区
間
は
陸
前
高
田
市
気
仙
町

の
気
仙
大
橋
（
落
橋
）。

◆
国
道
１
０
７
号
・
３
９

７
号
＝
大
船
渡
か
ら
通
行
可

能
。◆

国
道
３
４
３
号
＝
大
船

渡
三
陸
道
路
通
岡
Ｉ
Ｃ
、
広

域
道
路
経
由
で
住
田
・
一
関

ま
で
通
行
可
能
。

◆
大
船
渡
市
役
所
＝
開
庁

時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
。
当
面
は
土
・

日
曜
日
も
開
庁
。
代
表
電
話

27
・
３
１
１
１
。

◆
陸
前
高
田
市
役
所
＝
開

庁
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
。
当
面
は

土
・
日
曜
日
も
開
庁
す
る

が
、
17
日
は
税
務
関
係
の
窓

口
業
務
の
み
。
仮
庁
舎
代
表

電
話
59
・
２
１
１
１
。

◆
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
船

渡
＝
臨
時
電
話
番
号（
携
帯
）

は
０
８
０
・
１
６
６
１
・
０

８
５
８
、
０
８
０
・
１
６
６

１
・
０
８
５
９
、
０
８
０
・

５
９
４
９
・
８
１
５
５
、
０

８
０
・
５
９
４
９
・
８
１
５

６
。◆

大
船
渡
労
働
基
準
監
督

署
＝
臨
時
電
話
番
号（
携
帯
）

は
０
８
０
・
１
６
６
１
・
０

８
６
０
、
０
８
０
・
１
６
６

１
・
０
８
６
１
、
０
８
０
・

５
７
３
４
・
０
５
０
１
、
０

８
０
・
５
７
３
４
・
０
５
０

２
。◆

大
船
渡
税
務
署
＝
28
日

ま
で
大
船
渡
地
区
合
同
庁
舎

４
階
で
窓
口
事
務
。
電
話
番

号
は
26
・
３
４
８
１
。

◆
大
船
渡
市
、
住
田
町
＝

燃
え
る
ご
み
（
災
害
ご
み
除

く
）
は
18
日
か
ら
収
集
日
ご

と
に
通
常
収
集
。
燃
え
な
い

ご
み（
ビ
ン
、缶
の
み
、災
害

ご
み
除
く
）
は
収
集
日
ご
と

に
通
常
収
集
。
当
面
、
ビ
ン
、

缶
を
除
く
燃
え
な
い
ご
み
、

資
源
古
紙
、
再
利
用
ご
み
の

収
集
は
行
わ
な
い
。
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
一
般
持
ち

込
み
も
当
面
受
け
付
け
な

い
。◆

陸
前
高
田
市
＝
清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
は
月

〜
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
正

午
、午
後
１
時
か
ら
３
時（
施

設
状
況
に
よ
り
中
止
の
場
合

あ
り
）。災
害
ご
み
は
収
集
し

な
い
。

◆
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
＝
盛
〜

気
仙
沼
間
不
通
。

◆
三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス

線
＝
不
通
。

◆
岩
手
県
交
通
▽
県
立
大

船
渡
病
院
〜
盛
岡
駅
前
間
＝

１
日
４
往
復
運
行
▽
陸
前
高

田
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

〜
盛
岡
バ
ス
セ
ン
タ
ー
間
＝

当
分
の
間
、１
往
復
運
行
。問

い
合
わ
せ
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
１

９
・
６
５
４
・
７
７
５
５
）

官
　
公
　
署

ご
み
収
集

交
通
機
関

16日現在

○どんなことでも結構です。悩み、分からないこと、聞いてみたいことがありましたら、お電話下さい。
ご利用いただきやすいように、通話料無料のフリーダイヤルを設置しました。
→岩手弁護士会被災者ホットダイヤル０１２０－７５５－７４５（月～金曜日の午後１時～４時、携帯
電話からもご利用いただけます）
面談による相談をご希望の方は０１９－６２３－５００５でご予約を。
連日、避難所等での巡回相談に伺っています。是非、ご利用下さい。

○亡くなった方が、住宅ローンの支払途中だっ
た
→ほとんどの金融機関では、住宅ローンを組む
ときに、「団体信用生命保険」という保険への加
入を義務付けています。住宅ローンの支払の途
中で亡くなった場合には、この団体信用生命保
険により、住宅ローンがなくなることがありま
す。
住宅ローンの契約先に確認してみて下さい。

○労災保険
→震災が起きた際に仕事中だ
った、あるいは通勤中だった
方で、被害にあわれた方は、労
災保険制度により給付が得ら
れる場合があります。
お近くの、労働基準監督署、労
働局が窓口になります。

○生命保険
→今回の震災により、生命保険をかけていた方が亡
くなった場合、ほとんどの生命保険会社は保険金を
支払うことを決定しています。
保険会社に確認して下さい。
保険会社が分からない場合は、生命保険協会「災害
地域生保契約照会センター」に確認してみて下さい。
０１２０－００１－７３１（月～金の午前９時～午
後５時）

○災害弔慰金（災害弔慰金の支給等に関する法律）
→災害により、生計を維持していた方が亡くなっ
た場合、最大５００万円、その他の方が亡くなった
場合、最大２５０万円を、ご遺族に支給する制度で
す。
支給の順位は、①配偶者、②子、③父母、④孫、⑤
祖父母であり、具体的な金額は市町村が決定しま
す。
支給を求める窓口も市町村です。

１ ご家族を亡くされた方への支援

○死亡認定制度
→津波等の災害が去った際、状況から、亡くなっている可能性が極
めて高い場合に、官公署の認定により、死亡を推定する制度です。
警察等が死亡の報告をすることで、戸籍上、死亡したものとする
ことができます。これまで、１年ほど時間がかかっていたようで
すが、今回の災害に関しては、３カ月ほどで認定できるよう、国
が制度を検討しているようです。
○失踪宣告制度
→津波等の危難が去った後、１年間生死不明である場合に、裁判
所の決定により、死亡したものとみなす制度です。
これにより、死亡に基づく支給が発生し、相続が開始します。仮
に、実際には生きていたという場合には、失踪宣告を取り消す手
続をとる必要があります。

○災害救助法に基づく給付
→災害救助法では、避難所の設置や食
事の提供のほか、被服、寝具その他の
生活必需品の給与又は貸与、災害に係
った受託の応急修理、生業に必要な資
金、器具又は賃料の給与又は貸与、学
用品の給与、埋葬というような支援が
定められています。
例えば、学用品の給与は、災害で学用
品を失った児童・生徒に対して、教科
書、教材、文房具、通学用品を支給し
ます。
現物支給が原則ですが、知事が必要に
応じて、金銭を支給して給付すること
ができます。窓口は、県、市町村です。

○災害障害見舞金（災害弔慰金の支給等
に関する法律）
→災害により、生計を維持していた方が
重い障害を受けた場合には最大で２５０
万円、それ以外の方が重い障害を受けた
場合には最大で１２５万円を支給する制
度です。
重い障害とは、両眼が失明した、神経系
統の機能又は精神に著しい障害を残し、
常に介護を要する、胸腹部臓器の機能に
著しい障害を残し、常に介護を要する、両
腕をひじ関節以上で失った、両腕の用を
全廃した、両脚をひざ関節以上で失った、
両脚の用を全廃した、等の場合を言いま
す。窓口は市町村です。

○被災者生活再建支援制度
→災害による住宅が全壊するなど、生活基盤に著しい被害を受けた世帯に対して支援金を支給する制度です。
二つの支援金が支給されます（震災当時、世帯人数が１人の場合は、各該当欄の金額が４分の３になります）。

例えば、住宅を全壊で失った方には、基礎支援金として１００万円が支給され、その方が、新たに家を建てる場
合には、加算支援金として２００万円が支給されることになります。
一旦住宅を賃借した後、自ら居住する住宅を建設する場合の加算支援金は、まず賃借により５０万円が支給さ
れ、その後建設により、合計して２００万円になるまで支給されます。
住宅が全壊等又は大規模半壊した世帯が対象になります。「全壊等」とは、住宅が半壊し、又は住宅の敷地に被
害が生じた場合で、当該住宅の倒壊防止、居住するために必要な補修費等が著しく高額となる場合を含みます。
申請先は市町村です。申請期間は、基礎支援金が災害発生日から１３カ月以内、加算支援金が災害発生日から３
７カ月以内です。

２ その他の色々な支援制度

４ ご家族が行方不明の場合

○雇用保険の失業等給付制度による支援（お勤めの方への支援）
→労働者の方が失業して、給料を得ることができなくなった場合
等に、生活及び雇用の安定並びに就職の促進のために、求職者給
付、就職促進給付、教育訓練給付、雇用継続給付を一定の要件を
満たした方に支給する制度です。
事業所が災害を受けたことで休止・廃止したため、休業を余儀な
くされ、賃金を受けることができない状態にある方は、実際に離
職していなくても、失業手当を受給することができます。
岩手県内に所在する事業所に雇用されている方で、事業所が災害
を受けたことで休止・廃止したため、一時的に離職を余儀なくさ
れた方については、事業再開後に再雇用されることが予定されて
いても、失業等給付を受給することができます。
お近くの公共職業安定所（ハローワーク）が窓口です。

３ 労働関係に関する支援

○雇用調整助成金制度（事業者の方への支援）
→休業等を実施することにより、労働者の雇用の維持
を図った事業主に休業手当等の一部を助成する制度で
す。
今回の地震に伴って、交通手段が途絶したことで原材
料の入手や製品の搬入ができないとか、損壊した設備
等の早期の修復が不可能であるといった、経済上の理
由により事業活動が縮小した場合は、雇用調整助成金
及び中小企業緊急雇用安定助成金が利用できます。
助成金を受給するには、休業等実施計画届けを提出す
る等の支給要件を満たす必要があります。
お近くの公共職業安定所（ハローワーク）にご相談下
さい。 （平成２３年４月１１日現在の情報です）

岩岩手手弁弁護護士士会会ＮＮＥＥＷＷＳＳ Ｖｏｌ.２

住宅の再建方法
建設・購入 補　修 賃　借

支給額 ２００万円 １００万円 ５０万円

住宅の被害程度

全壊等 大規模半壊

支給額 １００万円 ５０万円

①住宅の被害程度に応じて支給す
る支援金（基礎支援金）

②住宅の再建方法に応じて支給する支援金
（加算支援金）

支
店
＝
綾
里
地
域
振
興
は
午

前
10
時
〜
午
後
２
時
。
越
喜

来
支
店
＝
大
船
渡
商
工
会
議

所
三
陸
支
所
、
水
曜
日
の
み

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
。
吉

浜
支
店
＝
水
曜
日
の
み
の
午

前
10
時
〜
11
時
は
定
置
番

屋
、
午
後
１
時
〜
２
時
は
旧

吉
浜
漁
協
。

◆
北
日
本
銀
行
大
船
渡
支

店
＝
サ
ン
・
リ
ア
１
階
で
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
。

◆
同
高
田
支
店
＝
陸
前
高

田
市
役
所
仮
庁
舎
隣
地
で
午

前
10
時
〜
午
後
２
時
。

◆
東
北
労
働
金
庫
大
船
渡

支
店
＝
盛
町
の
槌
屋
ビ
ル
２

階
で
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
。◆

同
高
田
支
店
＝
竹
駒
町

の
陸
前
高
田
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
・
ユ
ニ
ウ
ス
内
の

仮
店
舗
で
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
。
連
絡
先
は
℡
０
８

０
・
６
０
０
１
・
６
６
８

９
、
℡
０
８
０
・
１
６
６

２
・
０
０
２
０
。

◆
大
船
渡
市
▼
盛
岡
地
方

法
務
局
特
設
相
談
所
▽
19
、

21
、26
、28
日
＝
大
船
渡
市
役

所
。午
前
10
時
〜
午
後
３
時
。

▼
一
関
年
金
事
務
所
年
金

相
談
会
▽
19
、21
、27
日
＝
県

大
船
渡
地
区
合
同
庁
舎
。
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
。

▼
被
災
住
宅
無
料
相
談
▽

県
建
築
士
会
気
仙
支
部
代
表

窓
口
＝
池
田
義
弘
さ
ん
（
℡

０
９
０
・
７
９
３
８
・
２
１

９
１
）
▽
県
建
築
士
事
務
所

協
会
気
仙
支
部
代
表
窓
口
＝

古
座
勝
利
さ
ん
（
℡
０
９

０
・
４
５
５
２
・
１
２
６

５
）。▼

弁
護
士
無
料
相
談
▽
27

日
＝
県
大
船
渡
地
区
合
同
庁

舎
。午
前
10
時
〜
午
後
３
時
。

申
し
込
み
は
大
船
渡
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
地
域
振
興
室

（
℡
27
・
９
９
１
１
）
へ
。

◆
陸
前
高
田
市
▼
岩
手
弁

護
士
会
無
料
相
談
▽
22
日
＝

第
一
中
、竹
駒
コ
ミ
セ
ン
、広

田
小
▽
28
日
＝
長
部
コ
ミ
セ

ン
、竹
駒
コ
ミ
セ
ン
、モ
ビ
リ

ア
▽
５
月
４
日
＝
第
一
中
、

竹
駒
コ
ミ
セ
ン
、広
田
小
。午

前
11
時
〜
午
後
５
時
。

▼
一
関
年
金
事
務
所
年
金

相
談
会
▽
22
日
＝
陸
前
高
田

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
▽

28
日
＝
市
役
所
仮
庁
舎
待
合

室
。
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

４
時
。

▼
特
別
労
働
相
談
▽
21
、

28
日
、５
月
12
、19
、26
日
＝

陸
前
高
田
商
工
会
仮
事
務
所

（
エ
コ
タ
ウ
ン
鳴
石
内
）。
午

前
11
時
〜
午
後
２
時
。

◆
気
仙
歯
科
医
師
会
歯
科

受
診
相
談
＝
相
談
先
℡
０
８

０
・
２
８
２
４
・
２
３
４
９
。

◆
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
電
話
相

談
窓
口
＝
震
災
で
被
災
し
た

世
帯
に
対
し
、
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
移
転
・

利
用
停
止
に
関
す
る
手
続

き
、
料
金
に
関
す
る
相
談
に

対
応
。
電
話
に
関
す
る
こ
と

は
局
番
な
し
の
１
１
６
（
携

帯
電
話
か
ら
は
℡
０
１
２

０
・
１
１
６
１
１
６
）、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
に
関
す
る

こ
と
は
℡
０
１
２
０
・
１
１

６
１
１
６
へ
。
時
間
は
午
前

９
時
〜
午
後
９
時
。

各
種
相
談
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